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人　口／ 人　口／ 3,233 3,233 人人
　男　／ 　男　／ 1,513 1,513 人人
　女　／ 　女　／ 1,720 1,720 人人
世帯数／ 世帯数／ 1,７22 1,７22 戸戸
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平成30年7月31日現在平成30年7月31日現在平成30年7月31日現在

　2018 年 8月16日（木）第 55 回奈半利町港
まつりにて奈半利町の新たな、ご当地応援キャ
ラクター『きんめにゃん』が登場しました！
　きんめにゃんは今後、奈半利町の魅力をどん
どんPRしていきます！

月月1616日（木）第日（木）第 5555 回奈半利町港回奈半利町港

話 題
　 第55回港まつり開催
　 町のニュース
　 議会だより　Ｖｏｌ.159
　 お知らせ
　 国際交流員
　 ヘルスメイト　ほか
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
第９回奈半利町 ちびっこ トライアスロン 開催！！

　

第
５５
回
港
ま
つ
り
は
、８
月
１６
日（
木
）祈
願
祭
・
船

舶
パ
レ
ー
ド
・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
・
ハ
ッ
ピ
ー
く
じ
抽

選
・
も
ち
投
げ・
踊
り
大
会
・
花
火
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
同
様
、駅
前
が
ス
テ
ー
ジ
会
場
と
な
り
、開
会
式

で
は
奈
半
利
町
の
ご
当
地
応
援
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
き
ん

め
に
ゃ
ん
」
が
登
場
し
、お
客
さ
ん
の
歓
声
が
湧
き
起

こ
り
ま
し
た
。ス
テ
ー
ジ
上
で
は
烈
士
太
鼓
や
ベ
リ
ー

ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。踊
り
大
会
は
、奈

半
利
町
婦
人
会
や
青
年
会
を
中
心
と
し
た
よ
さ
こ
い

踊
り
や
県
外
か
ら
の
参
加
チ
ー
ム
の
踊
り
に
観
客
は

魅
了
さ
れ
ま
し
た
。花
火
大
会
は
初
の
カ
ラ
ー
レ
ー
ザ

ー
や
約
３
、５
０
０
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
、例
年
以

上
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
方
や
多
く
の
観
光
客
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

祭
り
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
、

ご
協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
各
社
、会
場
周
辺
の
住
民

の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　平成３０年７月２２日（日）に、みなと未来会議の主催、奈半利
町の共催で「第９回奈半利町ちびっこトライアスロン」が開催
されました。
　このイベントは、交流人口の拡大や観光振興を図ることを
目的として「みなとオアシス奈半利」の関連事業として、平成
２２年度から毎年実施しています。
　回を重ねるごとに知名度もあがり、今年も高知県内外の小
学生約１４０人が参加しました。
　昨年に引き続き、開会式前に、国体選手によるデモンスト
レーションが行われたり、奈半利中学校３年生のボランティア
の方に、給水やゴール後のメダル掛けなどを手伝っていただ
きました。
　今年は波が高かったのでスイムはできませんでしたが、ス
タートと同時に子どもたちは太平洋の大海原を望む当町の
海岸を走り、自転車で疾走し、最終のマラソンでは、降り注ぐ
日差しの中、美しい海の見えるふるさと海岸を走り抜け、ゴー
ルした子どもたちの顔は達成感に満ちあふれていました。
　ちびっこトライアスロンを支えていただきました関係者の
方々、会場周辺の住民の皆様のご理解ご協力に感謝いたしま
す。

第55回港まつり



☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

平
成
３０
年
度
奈
半
利
町
戦
没
者
追
悼
式

　

８
月
１５
日
、
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
平
成
30
年
度
奈
半
利
町
戦
没
者
追
悼
式

が
行
わ
れ
、遺
族
、来
賓
約
６０
人
が
参
列
し
、戦

没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、参
列
者
一
同
黙
祷
を
さ
さ
げ
、竹

﨑
和
伸
町
長
の
式
辞
を
は
じ
め
、高
知
県
知
事
、

高
知
県
議
会
濱
田
英
宏
議
員
、
奈
半
利
町
議
会

岩
内
博
議
長
、
奈
半
利
町
遺
族
会
濱
中
俊
子
会

長
に
追
悼
の
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
参
列
者
全

員
で
御
英
霊
に
対
し
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
奈
半
利
町
遺
族
を
代
表
し
て
安
岡

祥
子
さ
ん
に
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

終
戦
か
ら
７３
年
の
年
を
迎
え
、
戦
争
の
悲
惨

さ
を
胸
に
刻
み
、
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　７月７日（土）みんなのおうちの「おうち文庫」において、七夕
まつりが開催されました。
　この七夕まつりは、おうち文庫の運営をしている読み聞かせボ
ランティア主催のおまつりで、七夕飾り作りや、短冊へ願い事を
書いたりすることで、昔ながらの文化に親しむイベントです。
　当日は前線の影響で雨が続き、参加人数が心配されましたが、
約５０人というたくさんの子どもたちと保護者が集まり「字が上手
になりますように」「計算がもっと早くなりますように」など、そ
れぞれの願い事を短冊に書き楽しみました。
　飾りつけた竹は、みんなのおうち入り口や町民会館、奈半利駅
にも展示され、訪れた人々の目を楽しませました。

七夕まつりが行われました

　おうち文庫は絵本を中
心とした文庫で、毎週土
曜日午後２時から開設して
おります。また、絵本の
読み聞かせや折り紙など
も行っており、小さなお
子様連れでも利用しやす
いようなあたたかい空間
となっていますので、ぜ
ひ足をお運びください。

滑　なはり広報　No.3203



☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

寺村真吾氏　
安芸広域身体障害者連絡協議会より

表彰状を授与　
　寺村真吾さんは平成３０年７月１１日に、多年にわたり身体障
害者福祉の向上のため尽力し、その功績が顕著であったとし
て安芸広域身体障害者連絡協議会より表彰を受賞されました。
おめでとうございます。

○
茄
子
の
施
設
園
芸

　

な
は
り
の
郷
は
、新
た
な
収
益
事
業

化
を
目
指
し
、昨
年
７
月
か
ら
町
有
レ

ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
２０
ア
ー
ル
で
県
東
部
の
基

幹
品
目
で
あ
る
茄
子
の
栽
培
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
６
月
ま
で
の
１
年
間
を
通
し
、

総
量
で
２９
・４
ト
ン
を
出
荷
し
ま
し
た
。

収
益
化
を
目
標
と
し
て
き
ま
し
た
が
、

経
営
や
労
力
等
の
面
で
い
く
つ
か
の
課

題
も
出
て
き
ま
し
た
。　

　

２
年
目
と
な
る
７
月
以
降
は
そ
れ
ら

の
課
題
に
対
処
し
つ
つ
、今
後
の
事
業
展

開
も
見
据
え
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

★★

な
は
り
の
郷 

活
動
報
告
★★

○
不
耕
作
地
解
消

　

不
耕
作
地
解
消
と
し
て
、
な
は
り
の

郷
が
借
り
受
け
て
い
る
土
地
の
う
ち
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
付
近
の
７
ア
ー
ル

ほ
ど
の
畑
で
は
７
月
か
ら
８
月
中
頃
に

か
け
て
き
ゅ
う
り
を
栽
培
、
出
荷
し
ま

し
た
。
今
夏
の
野
菜
の
高
騰
も
あ
り
、

収
益
化
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
久
礼
岩
で
３
月
に
２５
ア
ー
ル

に
作
付
け
し
た
水
稲
は
、
８
月
下
旬
に

刈
り
取
り
、
約
900
㎏
収
穫
で
き
ま
し

た
。
芝
崎
の
４０
ア
ー
ル
に
作
付
け
し
た

中
稲
と
合
わ
せ
、
米
の
品
質
向
上
に
つ

い
て
も
、
町
や
県
、
そ
の
他
の
機
関
と

連
携
し
つ
つ
、
取
り
組
み
を
す
す
め
て

い
き
ま
す
。

　

継
続
し
て
、
他
の
不
耕
作
地
を
解

消
し
て
い
く
た
め
、
9
月
に
は
じ
ゃ
が

い
も
を
約
10
ア
ー
ル
作
付
け
し
、
来
年

1
月
頃
の
収
穫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

▲芝崎の中稲

▲きゅうりの栽培
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中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

お問い合わせ　　中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
　（中芸広域体育館内）　Tel. 0887－30－1865
　Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
　ホームページ：http://yuzuroad.jp/　「ゆずとりんてつ」で検索

お問い合わせ　　中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
　（中芸広域体育館内）　Tel. 0887－30－1865
　Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
　ホームページ：http://yuzuroad.jp/　「ゆずとりんてつ」で検索

お問い合わせ　　中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局
　（中芸広域体育館内）　Tel. 0887－30－1865
　Mail:yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
　ホームページ：http://yuzuroad.jp/　「ゆずとりんてつ」で検索 Facebookが新しくなりました。

ログインはこちらから→
Facebookが新しくなりました。
ログインはこちらから→
Facebookが新しくなりました。
ログインはこちらから→

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.13・14合併号～

第２回　　　　　　　　開催します！

９月

日本遺産
Story  ♯051

　皆さんは「ゆずＦｅＳ」をご存じでしょうか？小さなプログラムをいくつも短期間で行うイベント
で、第１回では予約が殺到したこんにゃくづくり体験やダム見学ツアーなど、中芸地域の魅力が詰
まった17個のプログラムを日本遺産協議会主催で開催しました。
　その第２回が９月22日（土）～11月11日（日）の期間に、中芸地域ならではの22個のプログラム
が行われます！興味のあるプログラムはあるでしょうか？ぜひ、見つけてご参加ください！

※詳細はチラシや冊子、下記フェイスブック・ホームページ等でご覧になることができます。

プログラム一覧

馬 路 村　23日　隧道カフェin河口隧道
　 　 　　29日　森林鉄道遺構と奈半利川３ダムを巡るツアー【ダムカレー昼食付き♪】
　 　 　　29日　杉の間伐作業体験＆森林散策
北 川 村　22日　魚梁瀬杉の歌がモネに響く夜。
　　　　　　　　　～世界で一本のギターと元いちむじん宇高さんのマリアージュ
奈半利町　30日　初めての方から学べる合気道教室

10月

11月

馬 路 村　８日　魚梁瀬（やなせ）ダム湖遊覧ツアー【ダムカレー昼食付き♪】
　 　 　　20日　金林寺見学ツアー
　 　 　　27日　杉苗の植樹体験＆木のかばん加工場見学【お弁当付き】
北 川 村　22日　向学の道ウォーキング（生家でのお接待付き♪）
　 　 　　28日　ゆずロード温泉サイクリングＡ Go Go
奈半利町　22日　シャモのイタリア料理コース
田 野 町　７日・14日・21日・28日　完全天日塩と柚子アロマのバスボム作り体験
　 　 　　14日　古民家アロマレッスン
　 　 　　14日・21日　安岡のおばちゃんと本格ゆずうどん作り体験
　 　 　　21日　～ミステリアス仏頭の謎解きツアー＋カンバ餅とともに！
安 田 町　20日　親子de安田唐浜ビーチコーミング体験
　 　 　　27日　土佐郎とめぐる　安田をぶらりまち歩き
　 　 　　28日　ちゃっとトマトの収穫＆ジュース作り体験

馬 路 村　10日　森林鉄道遺構と奈半利川３ダムを巡るツアー【ダムカレー昼食付き♪】
　 　 　　11日　森林鉄道・インクライン乗車体験＆遊歩道散策
田 野 町　11日　秋じゃが収穫と手作り料理を「たの」しもう
安 田 町　11日　むかご収穫＆味わい体験！！

２回　　　　　　　　開
をご存じでしょうか？小さなプログラ
したこんにゃくづくり体験やダム見学
日本遺産協議会主催で開催しました

滑　なはり広報　No.3205
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町内美化活動を振り返って町内美化活動を振り返って町内美化活動を振り返って

　７月１日に町内美化活動がありました。私は奈半利駅周辺を掃除しました。普段は町内を掃除することがあまりな
いので気付かなかったのですが、公園とかにはポイ捨てが多く残念でした。ごみを拾ってきれいになると達成感はあ
りましたが、年１回では誰かが頻繁に掃除しないとすぐに汚れてしまうとも思いました。
　この日は町内の人と協力してどこの地域もきれいにできていたので良かったです。この活動は町内の人の協力が
あったからこそできることなので協力してくださった方々のおかげだと思いました。このプロジェクトは町内の人とも
交流でき、町内もきれいになるのでとてもよいプロジェクトだと思います。私も地域に少しは貢献できたかなと思い
ます。
　私は町内を美しく保つためにも学期に１回くらいは町内美化活動を実施したらいいと思いました。
 奈半利中学校　3年　細川　琴心

　今回の夏の陣で僕は仲間の大切さを改めて感じることができ
ました。同じ班の人、一緒に準備をした人たち、全員が自分の
すべきことを見つけ動いてくれました。この時、「皆一生懸命頑
張っているから自分はもっと頑張らないと」と思い、自分のやる
気につながりました。
　僕一人では、ここまで頑張ることはできなかったと思います。
　僕は、夏の陣の実行委員長で全体に指示をする役でもありま
した。会場設営をしたり、必要なものを借りたりと、重要なこと
が多く、最初は不安ばかりでしたが、皆の優しい声掛けや心遣
いのおかげで、堂 と々役割を果たすことができました。
　この夏の陣では、何度もへこみ、立ち直りを繰り返し、仲間
の大切さを今まで以上に感じることができました。これからは、
仲間を大切にし、頼り頼られる関係をより深く築いていきたいと
思いました。

奈半利中学校　3年　山岡　蒼大

夏の陣で感じた仲間の大切さ夏の陣で感じた仲間の大切さ夏の陣で感じた仲間の大切さ
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　毎年、行っている語り部による「平和学習」を、７月
５日に行いました。今年は、戦争を体験した方に依頼
しました。激動の戦前、戦中の生き証人が現在、数少
なくなり、当時を生き抜いてこられた貴重な生活体
験をお聞きすることができました。
　子どもたちにとっては、身近な方のお話だったの
で、より真実味を感じながら聞くことができたと思い
ます。この加領郷にも戦時中の苦しい生活実態があ
り、みんなが必死に生きていたこと。家族との別れの
悲しみ、再会の喜び、自身が銃撃を受けた恐ろしさ
等々、今では考えられないようなご体験を、ご家族
の写真も見せていただきながら、思いを込めて話してくださいました。
　現在の平和な時代を大切にしていくと同時に、家族や友達を大切にし、いろいろなことに頑張る心の強さ
ももってほしいことも合わせて教えていただきました。戦前、戦中の苦しい生活の実体験者、また、その後の
日本の復興のために身を粉にして働いてきた、まさに激動の昭和を生き抜いてこられた方のお話は含蓄が
あります。私たちにとって学ぶことの多い時間となりました。

加 領 郷 小 学 校 便り加 領 郷 小 学 校 便り加 領 郷 小 学 校 便り

平 和 学 習

　はじめまして、私はエイムス　メロディ です！８月から奈半利町で英語を教えるた
めに来ました。私は２２歳で日本人とアメリカ人のハーフです。アメリカのカリフォルニ
ア、ロサンゼルスに住んでいました。ロサンゼルスでは、よく海に遊びに行ったり、お友
達とおいしい食べ物屋さんを見つけたりしていました。ディズニーランドにも行くのが大
好きです！
　趣味は料理をすること・映画を見ること・バスケットボール・ウクレレを弾くことです。
私はカリフォルニアのUCLA大学で国際関係の専攻で今年卒業しました。
　高知県でいろいろな新しい経験をしたいと思っています、よろしくお願いします！

 Ames    Melody    Lisa
エイムス   メロディ    リサ　

ロサンゼルス

ウクレレ

カリフォルニアディズニーランドパーク

外国語指導助手



国際交流員

コスタ・アンドレア

☆

☆

☆

☆

私が生まれた都市 Boca Raton

リマ、ペルー

　はじめまして！アメリカのフロリダ州から来たコ
スタ・アンドレアです。アメリカで生まれましたが、
父はペルー人なので私はスペイン語が少し分かりま
す。22歳で、フロリダ大学を言語学の専攻と日本
語の副専攻で卒業しました。今まで日本語は4年間
勉強しています。
　趣味はジョギングやハイキングやビデオゲームで
す。写真も好きですが、写真を撮ることは下手で
す。奈半利のきれいな自然を、たくさん撮ってみた
いです。そして、私は2年前大阪でホームステイをし
て、そのご家族に英語を教えたので、また日本で英
語の教師になることができてうれしいです。
　奈半利町の生活を体験することが楽しみです！

☆ 自己紹介 ☆

No.320　なはり広報　葛 8
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○
平
成　

年
度
の
決
算
見
込
み

２９

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
及
び
特

２９

別
会
計
の
収
支
の
状
況
は
ỏ
５
月　
３１

日
の
出
納
閉
鎖
後
ỏ
計
数
の
整
理
を

し
た
結
果
ỏ
一
般
会
計
で
は
ỏ
歳
入

総
額
１
０
３
億
８
ỏ
０
０
６
万
円
ỏ

歳
出
総
額
１
０
８
億
６
ỏ
９
８
６
万

円
で
ỏ
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財

源
４
億
５
ỏ
３
３
６
万
円
を
差
し
引

き
ỏ
実
質
収
支
額
は
５
ỏ
６
８
３
万

円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
Ố

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
ỏ

歳
入
総
額
１
億
５
ỏ
２
１
２
万
円
ỏ

歳
出
総
額
１
億
４
ỏ
５
０
３
万
円

で
ỏ
実
質
収
支
額
は
７
ỏ
０
０
９
万

円
ỏ
ま
た
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
で
は
ỏ
歳
入
総
額
１
ỏ
２
７
３

万
円
ỏ
歳
出
総
額
９
７
９
万
円
で
ỏ

実
質
収
支
額
２
９
４
万
円
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
Ố

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
で

は
ỏ
歳
入
総
額
６
億
６
ỏ
２
８
５
万

円
ỏ
歳
出
総
額
６
億
５
ỏ
５
７
８
万

円
で
ỏ
実
質
収
支
額
は
７
０
７
万

円
ỏ
ま
た
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
で
は
ỏ
歳
入
総
額
５
ỏ
９
８
４
万

円
ỏ
歳
出
総
額
５
ỏ
９
６
９
万
円
で
ỏ

実
質
収
支
額
は　

万
円
と
な
る
見
込

１５

み
で
あ
る
Ố

　

本
町
を
は
じ
め
ỏ
安
芸
県
税
事
務

所
管
内
９
市
町
村
は
ỏ
税
負
担
の
公

平
と
自
主
財
源
確
保
を
目
的
と
し
ỏ

市
町
村
税
及
び
税
外
債
権
等
の
滞
納

整
理
を
広
域
的
・
専
門
的
・
効
率
的
に

行
う
組
織
と
し
て
安
芸
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
の
中
に
租
税
債
権
の
管

理
に
関
す
る
機
構
を
設
置
し
ỏ
平
成

　

年
度
か
ら
運
営
を
開
始
し
て
い

２８る
Ố

　

平
成　

年
度
は
ỏ
本
町
か
ら
租
税

２８

債
権
管
理
機
構
に
町
税
滞
納
件
数　
５５

件
ỏ
滞
納
額
２
ỏ
５
０
３
万
円
の
徴

収
事
務
を
移
管
し
ỏ
年
度
末
実
績
で

徴
収
件
数　

件
ỏ
徴
収
済
額
１
ỏ
４

４８

１
０
万
円
で
ỏ
督
促
料
及
び
延
滞
金

を
含
む
移
管
分
の
徴
収
率
は　

・
３

６３

％
と
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
Ố

　

ま
た
ỏ
結
果
と
し
て
本
町
滞
納
繰

越
分
の
平
成　

年
度
徴
収
率
は
ỏ
前

２８

年
度
と
比
較
し
て
ỏ
町
県
民
税　

・
２６

　

％
増
の　

・　

％
ỏ
固
定
資
産
税

１３

５５

６０

９
・　

％
増
の　
・　

％
ỏ
軽
自
動
車

４４

３６
９４

税　
・　

％
増
の　
・　

％
ỏ
国
民
健

１７
８６

４０
２５

康
保
険
税　
・　

％
増
の　
・　

％
と

３０
２２

５２
３９

い
ず
れ
の
税
目
に
つ
い
て
も
徴
収
率

の
大
幅
ア
ỽ
プ
に
つ
な
が
ỳ
て
い

る
Ố

　

本
年
度
に
つ
い
て
も
安
芸
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
租
税
債
権
管
理
機

構
と
協
力
し
て
滞
納
対
策
を
進
め
ỏ

引
き
続
き
ỏ
税
負
担
の
公
平
と
自
主

財
源
確
保
を
図
ỳ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
Ố

○
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

　

去
る
５
月　

日
に
奈
半
利
駅
前
に

２０

お
い
て
ủ
観
光
フ
ỻ
ス
＆
お
さ
か
な

ま
つ
り
２
０
１
８　

ｉ
ｎ　

な
は

り
Ứ
と
題
し
て
ỏ
観
光
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
Ố
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
昨
年

５
月
に
ỏ
加
領
郷
漁
港
と
奈
半
利
駅

で
そ
れ
ぞ
れ
行
ỳ
た
も
の
を
本
年
度

は
合
同
で
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
Ố

　

当
日
は
ỏ
加
領
郷
大
敷
ỏ
中
芸
定

置
組
合
な
ど
の
漁
業
関
係
者
に
よ
る

鮮
魚
や
水
産
加
工
品
の
販
売
ỏ
オ
ồ

プ
ン
か
ら
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
加

工
販
売
所
ủ
奈
半
利
の
お
か
ỳ
て
Ứỏ

ủ
加
領
郷
魚
舎
Ứ
を
は
じ
め
ỏ
町
内

外
か
ら
多
く
の
事
業
者
の
出
店
が
あ

り
ỏ
大
変
に
ぎ
や
か
な
催
し
と
な
ỳ

た
Ố

　

ま
た
ỏ
今
年
は
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
と
し
て
大
変
評
判
の
高
い
農

畜
産
物
を
地
元
の
皆
さ
ん
に
知
ỳ
て

い
た
だ
く
た
め
に
奈
半
利
町
畜
産
組

合
の
出
店
や
中
芸
商
工
会
の
出
店
な

ど
も
あ
ỳ
た
Ố

　

今
後
も
本
町
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
ủ
オ
ồ
ル
な
は
り
Ứ
の
観
光

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
Ố

○
集
落
活
動
セ
ン
タ
ồ
ủ
な
は

り
の
郷
Ứ
に
つ
い
て

　

農
業
部
門
で
は
ỏ
地
域
農
業
を
支

　６月定例会は、６月５日に開会、町長からの行政報告の後、報告案件２
件、承認案件７件、人事案件３件、条例案件５件、予算案件１件を原案通
り承認、可決、６日に閉会した。一般質問には２人が登壇し、ふるさと応援
基金の成果、奈半利川堤防の整備、奨学金の支給時期などについて執行部
の考えを 質 した。　

ただ

●平成30年　第2回定例会（6月）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）
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え
る
取
り
組
み
と
し
て
ỏ
一
昨
年　
１１

月
か
ら
始
め
た
農
作
業
受
託
事
業
は

畔
塗
り
作
業
を
中
心
に
順
調
に
受
託

件
数
を
伸
ば
し
て
お
り
ỏ
導
入
し
た

農
業
機
械
も
徐
々
に
有
効
活
用
さ
れ

て
い
る
Ốま
た
ỏ
遊
休
農
地
ỏ
不
耕
作

農
地
の
解
消
に
つ
い
て
は
ỏ
昨
年
の

経
験
を
活
か
し
ỏ
新
た
な
栽
培
作
物

に
取
り
組
む
な
ど
の
工
夫
を
行
ỳ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ỏ
町
有
レ
ン
タ

ル
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
ナ
ス
の
栽
培

に
つ
い
て
は
ỏ
ほ
ぼ
安
定
し
た
収
量

を
確
保
で
き
る
状
態
と
な
り
ỏ
一
定

の
成
果
を
収
め
て
い
る
Ố
今
後
は
本

格
的
に
稼
働
が
始
ま
ỳ
た
農
業
拠
点

施
設
の
活
用
と
連
携
し
ỏ
さ
ら
な
る

充
実
を
図
ỳ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
Ố

○
国
際
交
流
員
・
外
国
語
指
導

助
手
に
つ
い
て

　

現
在
ỏ
国
際
交
流
員
と
し
て
小
中

学
校
・
認
定
こ
ど
も
園
で
の
外
国
語

指
導
や
地
域
住
民
と
ふ
れ
あ
う
英
会

話
教
室
な
ど
語
学
教
育
や
地
域
と
の

交
流
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
た
シ
ồ

リ
ồ
・
セ
ồ
ラ
ồ
さ
ん
が
７
月　

日
２４

を
も
ỳ
て
契
約
期
間
が
終
了
す
る
Ố

　

後
任
の
国
際
交
流
員
と
し
て
ỏ
ア

メ
リ
カ
・
フ
ロ
リ
ダ
州
出
身
の
コ
ス

タ
・
ア
ン
ド
レ
ア
・
リ
ン
さ
んớ
女
性
Ờ

と
ỏ
新
た
に
小
中
学
校
で
外
国
語
授

業
等
を
補
助
す
る
外
国
語
指
導
助
手

と
し
て
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
Ỽ
ル
ニ

ア
州
出
身
の
エ
イ
ム
ス
・
メ
ロ
デ
ỹ
・

リ
サ
さ
ん
ớ
女
性
Ờ
が
ỏ
７
月　

日
２８

よ
り
着
任
す
る
予
定
と
な
ỳ
て
い

る
Ố

　

平
成　

年
度
か
ら
小
学
校
で
も
新

３２

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
ỏ
英

語
が
教
科
化
と
な
る
Ố
今
後
は
ỏ
国

際
交
流
員
と
外
国
語
指
導
助
手
の
２

名
体
制
に
よ
り
ỏ
英
語
教
育
の
充

実
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
ỏ
国
際

交
流
事
業
の
活
発
な
展
開
が
で
き
る

よ
う
に
活
動
方
法
を
工
夫
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
Ố

　

こ
の
ほ
か
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対

策
ỏ
中
芸
広
域
連
合
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
Ố

�

�　

◆
報　
　

告　

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
簡
易
水
道

２９

事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越

計
算
書
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
奈
半
利
町
簡
易
水
道

２９

事
業
特
別
会
計
の
繰
越
明
許
費
に
係

る
歳
出
予
算
の
経
費
を
翌
年
度
に
繰

り
越
し
を
行
ỳ
た
の
で
ỏ
地
方
自
治

法
の
規
定
に
基
づ
き
ỏ
繰
越
計
算
書

を
調
製
し
ỏ議
会
に
報
告
す
る
も
の
Ố

　

繰
越
総
額
は
ỏ
１
億
６
ỏ
０
０
０

万
円
で
ỏ
歳
入
は
ỏ
町
債
７
ỏ
７
５

０
万
円
ỏ
繰
入
金
８
ỏ
２
５
０
万
円

で
あ
り
ỏ
歳
出
は
ỏ
衛
生
費
１
億
６
ỏ

０
０
０
万
円
Ố

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

２９

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い

て

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
の
繰
越
明

２９

許
費
に
係
る
歳
出
予
算
の
経
費
を
翌

年
度
に
繰
り
越
し
を
行
ỳ
た
の
で
ỏ

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
ỏ
繰

越
計
算
書
を
調
製
し
ỏ
議
会
に
報
告

す
る
も
の
Ố

　　

案　
　

件　
　

　

繰
越
総
額
は
ỏ７
億
５
ỏ７
４
７
万

円
で
ỏ歳
入
の
主
な
も
の
は
ỏ町
債
１

億
７
ỏ３
９
０
万
円
ỏふ
る
さ
と
応
援

基
金
か
ら
の
繰
入
金
４
億
２
ỏ７
２

７
万
円
で
あ
り
ỏ歳
出
の
主
な
も
の

は
ỏ総
務
費
４
億
１
ỏ１
１
２
万
円
ỏ

土
木
費
１
億
８
ỏ２
４
６
万
円
Ố

�
◆
承　
　

認

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
漁
業
集
落

２９

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第

２
号
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
１
３
８
万
円
を
減
額
し
ỏ
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
ỏ
２

８
８
万
円
と
定
め
る
も
の
Ố

　

歳
入
は
ỏ
繰
入
金
１
３
８
万
円
を

減
額
す
る
も
の
で
ỏ
歳
出
は
ỏ
漁
業

集�
落
排
水
事
業
費
１
３
８
万
円
を
減

額
す
る
も
の
Ố

�

ớ
承
認
・
賛
成
者
全
員
Ờ

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
簡
易
水
道

２９

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
４
号

の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
８
９
２
万
円
を
減
額
し
ỏ
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
億

１
ỏ
１
０
６
万
円
と
定
め
る
も
の
Ố

�

ớ
承
認
・
賛
成
者
全
員
Ờ

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
後
期
高
齢

２９

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
第
３

号
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

　

万
円
を
追
加
し
ỏ
歳
入
歳
出
予
算

３８の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
６
ỏ
０
６
７
万

円
と
定
め
る
も
の
Ố
歳
入
は
ỏ
諸
収

入　

万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
ỏ
歳

３８
出
は
ỏ
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金　

万
円
を
追
加
す
る
も
の
Ố

３８

�

ớ
承
認
・
賛
成
者
全
員
Ờ

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
国
民
健
康

２９

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第

４
号
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
５
ỏ０
０
６
万
円
を
減
額
し
ỏ歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
６
億

６
ỏ１
１
０
万
円
と
定
め
る
も
の
Ố

�

ớ
承
認
・
賛
成
者
全
員
Ờ

　



滑　議会だより　VOL.15911

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

２９

補
正
予
算
第
８
号
の
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
億
１
ỏ６
６
４
万
円
を
追
加
し
ỏ歳

入
歳
出
予
算
の
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
０

４
億
９
ỏ０
１
６
万
円
と
定
め
る
も

の
Ố

�

ớ
承
認
・
賛
成
者
全
員
Ờ

○
奈
半
利
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

主
な
改
正
点
は
ỏ
地
方
税
法
の
特

例
措
置
で
あ
る
ủ
地
域
決
定
型
地
方

税
制
特
例
措
置ớ
通
称
⽅
わ
が
ま
ち

特
例
ỜỨの
新
た
に
対
象
と
な
ỳ
た
資

産
に
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
の
特
例
割
合
等
を
定
め
る
も
の
Ố

�

ớ
承
認
・
賛
成
者
多
数
Ờ

○
奈
半
利
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　

主
な
改
正
点
は
ỏ
国
民
健
康
保
険

税
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
と
５

割
軽
減
及
び
２
割
軽
減
の
基
準
の
見

直
し
を
行
う
も
の
Ố

�

ớ
承
認
・
賛
成
者
多
数
Ờ

�　
○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と　

　

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て

３
氏
が
推
薦
ỏ
議
会
の
意
見
を
求
め

る
議
案
が
提
出
さ
れ
ỏ
３
氏
と
も
適

任
と
さ
れ
た
Ố

毅
奈
半
利
町　

乙

　
　

田
所　

大
池　

氏

　
毅
奈
半
利
町　

乙

　
　

濱
中　

芳
久　

氏

　
毅
奈
半
利
町　

乙

　
　

有
澤　

康　

氏

　

ớ
適
任
・
賛
成
者
全
員
Ờ�

※
専
決
処
分
と
は

　

本
来
ỏ
議
会
の
議
決
・
決
定
を
経
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
に
つ
い
て
ỏ
議
会
を

開
会
す
る
時
間
的
余
裕
が
無
い
な
ど
の
理

由
に
よ
り
ỏ
町
長
が
地
方
自
治
法
の
規
定

に
基
づ
い
て
ỏ
議
会
の
議
決
・
決
定
の
前

に
自
ら
処
理
す
る
こ
と
を
い
う
Ố

◆
条　
　

例

○
災
害
に
際
し
応
急
措
置
の
業
務
に

従
事
し
た
者
に
係
る
損
害
補
償
に

関
す
る
条
例

　

災
害
対
策
基
本
法
ま
た
は
水
防
法

の
規
定
に
よ
り
ỏ
応
急
措
置
の
業
務

ま
た
は
水
防
に
従
事
し
た
者
に
対
す

る
損
害
補
償
の
基
準
等
を
明
確
に
す

る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
Ố

�

ớ
可
決
・
賛
成
者
全
員
Ờ

○
奈
半
利
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

国
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
ỏ
主
な
改
正

内
容
は
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

所
ご
と
に
置
く
放
課
後
児
童
支
援
員

の
資
格
要
件
を
拡
大
す
る
も
の
Ố

�

ớ
可
決
・
賛
成
者
全
員
Ờ

○
奈
半
利
町
保
健
セ
ン
タ
ồ
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

保
健
セ
ン
タ
ồ
の
施
設
利
用
に
つ

い
て
ỏ
業
務
外
の
利
用
に
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
旨
を
明
示
す
る
た
め
ỏ

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
Ố

�

ớ
可
決
・
賛
成
者
全
員
Ờ

○
奈
半
利
町
児
童
遊
園
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

奈
半
利
町
児
童
遊
園
設
置
条
例
中

の
字
句
の
整
理
を
行
う
た
め
ỏ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
Ố

�

ớ
可
決
・
賛
成
者
全
員
Ờ

○
奈
半
利
町
部
落
集
会
所
の
設
置
及

び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成　

年
３
月
に
取
り
壊
し
し
た

３０

上
長
田
集
会
所
を
管
理
す
る
集
会
所

か
ら
除
く
こ
と
等
の
た
め
ỏ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
Ố

�

ớ
可
決
・
賛
成
者
全
員
Ờ

○
奈
半
利
町
ホ
ồ
ム
ヘ
ル
パ
ồ
派
遣

手
数
料
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　

ホ
ồ
ム
ヘ
ル
プ
サ
ồ
ビ
ス
が
介
護

保
険
法
及
び
障
害
者
総
合
支
援
法
の

適
用
と
な
る
こ
と
か
ら
ỏ
奈
半
利
町

ホ
ồ
ム
ヘ
ル
パ
ồ
派
遣
手
数
料
条
例

を
廃
止
す
る
も
の
Ố

�

ớ
可
決
・
賛
成
者
全
員
Ờ

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

３０

補
正
予
算
第
１
号

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
２
ỏ
７
８
５
万
円
を
減
額
し
ỏ
歳

入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ　

億
４
ỏ

６６

７
１
４
万
円
と
定
め
る
も
の
Ố
歳
入

の
主
な
も
の
は
ỏ
県
支
出
金
１
ỏ
５

３
５
万
円
ỏ
繰
入
金
４
ỏ
６
７
５
万

円
を
追
加
し
ỏ
使
用
料
及
び
手
数
料

９
ỏ
１
９
５
万
円
を
減
額
す
る
も
の

で
ỏ
歳
出
の
主
な
も
の
は
ỏ
総
務
費

２
ỏ
８
７
５
万
円
ỏ
農
林
水
産
業
費

２
ỏ
９
１
１
万
円
を
追
加
し
ỏ
教
育

費
８
ỏ
４
１
０
万
円
ỏ
諸
支
出
金
３
ỏ

６
１
０
万
円
を
減
額
す
る
も
の
Ố

�

ớ
可
決
・
賛
成
者
全
員
Ờ

�
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�○
副
町
長
の
選
任
に
つ
き
議
会
の
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
副
町
長
の
選
任

同
意
を
求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
ỏ

高
橋
勝
氏
が
再
任
さ
れ
た
Ố

住
所　

奈
半
利
町
乙
３
３
５
２
番
地

氏
名　

高
橋　
　

勝

　

昭
和　

年　

月
９
日
生

３０

１０

�

ớ
同
意
・
賛
成
者
全
員
Ờ

○
教
育
長
の
任
命
に
つ
き
議
会
の
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

教
育
長
へ
選
任
の
同
意
を
求
め
る

議
案
が
提
出
さ
れ
ỏ
太
田
達
也
氏
が

任
命
さ
れ
た
Ố

住
所　
奈
半
利
町
乙
１
８
９
８
番
地
１

氏
名　

太
田　

達
也

　

昭
和　

年　

月
８
日
生

３５

１０

�

ớ
同
意
・
賛
成
者
全
員
Ờ

平
成　

年
奈
半
利
町
議
会

３０
第
２
回
臨
時
会

○
奈
半
利
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
で
ỏ
主
な
改
正

内
容
は
ỏ
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法

の
規
定
に
基
づ
き
ỏ
中
小
事
業
者
等

が
設
備
す
る
機
械
装
置
等
に
係
る
固

定
資
産
税
の
特
例
措
置
ỏ
た
ば
こ
税

率
の
引
き
上
げ
等
を
定
め
る
も
の
Ố

�

ớ
可
決
・
賛
成
者
多
数
Ờ

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
奈
半
利
町
消
防
団
第

３０

一
分
団
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

購
入
の
入
札
を
平
成　

年
７
月　

日

３０

１０

に
指
名
業
者
４
社
で
行
い
ỏ
高
知
市

介
良
甲
９
８
５
番
地
５　

高
知
消
防

シ
ス
テ
ム
株
式
会
社　

代
表
取
締
役

　

甲
藤　

隆
が
ỏ
１
３
ỏ
５
０
０
ỏ

０
０
０
円
で
落
札
し
ま
し
た
の
で
ỏ

同
業
者
と
物
品
購
入
契
約
を
締
結
す

る
た
め
ỏ
地
方
自
治
法
等
の
規
定
に

よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
Ố

�

ớ
可
決
・
賛
成
者
全
員
Ờ

○
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
本
村
配
水
池
新
設
工

２９

事
に
つ
い
て
ỏ周
辺
整
備
工
事
に
差

異
が
生
じ
ỏ契
約
金
額
を
１
６
３
ỏ３

４
０
ỏ２
８
０
円
に
増
額
変
更
す
る

た
め
ỏ地
方
自
治
法
等
の
規
定
に
基

づ
き
ỏ議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
Ố

�

ớ
可
決
・
賛
成
者
全
員
Ờ

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

３０

補
正
予
算
第
２
号

　

平
成　

年
度
本
村
配
水
池
新
設
工

２９

事
に
つ
い
て
ỏ
周
辺
整
備
工
事
に
差

異
が
生
じ
ỏ
契
約
金
額
を
１
６
３
ỏ

３
４
０
ỏ
２
８
０
円
に
増
額
変
更
す

る
た
め
ỏ
地
方
自
治
法
等
の
規
定
に

基
づ
き
ỏ
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
Ố

�

ớ
可
決
・
賛
成
者
全
員
Ờ�

�

ớ
５
月　

日
Ờ

３１

○
平
成　

年
第
２
回
定
例
会
会
期
に

３０

つ
い
て

　

第
２
回
議
会
定
例
会
の
会
期
に
つ

い
て
ỏ５
月　

日
に
委
員
会
を
開
催

３１

し
た
Ố本
定
例
会
に
付
議
さ
れ
る
案

件
は
ỏ報
告
案
件
２
件
ỏ承
認
案
件
７

件
ỏ諮
問
案
件
３
件
ỏ条
例
案
件
６

件
ỏ予
算
１
件
ỏそ
し
て
一
般
質
問
の

通
告
が
２
件
で
あ
り
ỏこ
れ
ら
の
審

議
を
行
う
た
め
の
会
期
を
本
日ớ
５

日
Ờか
ら
６
日
ま
で
の
２
日
間
と
定

め
た
Ố

� 　
議
会
運
営
委
員
会

�

ớ
５
月　

日
Ờ

１８

○
先
進
地
視
察
研
修
に
つ
い
て
ớ
地

域
振
興
常
任
委
員
会
所
管
・
新
規

就
農
者
支
援
Ờ

　

山
口
県
防
府
市
へ
の
視
察
研
修
内

容
の
説
明
を
受
け
協
議
を
行
ỳ
た
Ố

視
察
内
容
に
つ
い
て
は
本
常
任
委
員

会
へ
も
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
ỏ
同

行
す
る
こ
と
に
決
し
た
Ố

○
前
立
腺
が
ん
検
診
の
実
施
に
つ
い
て

　

本
年
度
よ
り
前
立
腺
が
ん
検
診
を

新
た
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ỏ
対

象
は　

歳
以
上
の
男
性
で
ỏ
町
で
実

５０

施
す
る
特
定
健
診
と
合
わ
せ
て
行
う

こ
と
ỏま
た
ỏ検
査
費
用
の
個
人
負
担

は
無
料
で
行
う
と
の
こ
と
で
あ
る
Ố

　
総
務
民
生
常
任
委
員
会

釜
鎌

鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
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○
中
芸
消
防
署
訪
問

　

中
芸
消
防
署
を
訪
問
し
ỏ
消
防
長

よ
り
各
施
設
の
説
明
を
受
け
ỏ
通
報

か
ら
出
動
ま
で
の
電
子
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
調
査
を
行
ỳ
た
Ố

○
町
内
小
中
学
校
訪
問

　

町
内
の
小
中
学
校
を
訪
問
し
ỏ
主

に
不
登
校
や
い
じ
め
問
題
な
ど
の
現

状
を
調
査
し
ỏ
ま
た
ỏ
学
校
現
場
か

ら
議
会
へ
の
要
望
な
ど
に
つ
い
て
聞

き
ỏ
協
議
を
行
ỳ
た
Ố

�

ớ
４
月　

日
Ờ

２５

○
補
助
金
団
体
等
に
つ
い
て

　

地
域
振
興
課
所
管
の　

の
補
助
金

２７

事
業
に
つ
い
て
ỏ
詳
細
な
内
容
ỏ
団

体
等
の
運
営
状
況
ỏ
今
後
の
方
針
な

ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
ỳ
た
Ố

　
地
域
振
興
常
任
委
員
会

○
農
業
拠
点
施
設
に
つ
い
て

　

本
年
度
か
ら
供
用
が
開
始
さ
れ
た

拠
点
施
設
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ỏ

先
進
地
へ
の
視
察
研
修
が
必
要
で
は

な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ỏ
山
口
県

防
府
市
へ
の
視
察
を
決
定
し
た
Ố

○
工
事
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

地
域
振
興
課
所
管
工
事
の
進
捗
状

況
の
説
明
を
受
け
た

の
ち
ỏ
愛
光
園
入
り

口
の
町
道
拡
幅
工
事

の
現
地
視
察
を
行
ỳ

た
Ố�

ớ
７
月　

日
Ờ

３１

○
物
流
施
設
の
出
店

に
つ
い
て

　

出
店
予
定
の
業
者

か
ら
示
さ
れ
た
計
画

を
も
と
に
ỏ
新
規
雇

用
の
創
出
や
大
型
車

両
等
の
運
行
計
画
概

要
を
調
査
し
た
Ố今
後

示
さ
れ
る
予
定
の
詳

細
に
つ
い
て
も
ỏ
引

き
続
き
調
査
を
行
ỳ

て
い
く
こ
と
と
し
た
Ố

�

○
工
事
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

一
部
の
工
事
で
発
注
が
遅
れ
て
い

る
理
由
は
ỏ
用
地
交
渉
の
難
航
及
び

国
庫
補
助
金
等
の
割
当
が
不
透
明
な

こ
と
で
あ
る
が
ỏ
地
権
者
や
国
ỏ
県

と
粘
り
強
く
交
渉
を
重
ね
て
い
く
こ

と
を
要
望
し
た
Ố

○
本
村
配
水
池
新
設
工
事
に
つ
い
て

ớ
現
地
視
察
Ờ

　

本
村
配
水
池
新
設
工
事
に
つ
い
て

現
地
視
察
を
行
い
ỏ
進
捗
状
況
等
の

調
査
を
行
ỳ
た
Ố

葛
簡
易
貯
水
池

▲奈半利小学校訪問の視察

▲墓地公園線改修工事の視察
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こ
れ
は
す
ご
い
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
活
用

問　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
に　

年
間

１０

で　

億
７
ỏ
０
０
０
万
円
の
寄
付
を
よ

７９
せ
て
い
た
だ
い
た
Ố
基
金
を
活
用
し
た

事
業
実
施
と
地
場
産
品
ỏ
加
工
品
の
販

売
で
雇
用
は
創
出
で
き
ỏ
奈
半
利
が
元

気
で
活
気
あ
る
町
と
な
ỳ
た
Ố
な
か
で

も○
ふ
る
さ
と
返
礼
品
に
奈
半
利
で
生
産

し
た
農
産
物
ỏ
魚
類
ỏ
加
工
品
な
ど　
３９

億
７
ỏ
０
０
０
万
円
販
売
で
き
ỏ
住
民

の
所
得
向
上
に
つ
な
が
ỳ
た
こ
と

○
寄
付
金
を
活
用
し
て
高
台
に
防
災
セ

ン
タ
ồ
建
設
ỏ認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
ỏ

保
育
料
第
２
子
以
降
無
料
化
ỏ大
学
・
短

期
大
学
ỏ専
修
学
校
等
入
学
金
ỏ授
業
料

を
支
給
す
る
こ
と
に
な
ỳ
た
こ
と

等
々
ỏ
数
々
の
事
業
実
施
で
住
民
の
福

祉
が
大
き
く
前
進
し
ỏ
多
大
な
成
果
を

あ
げ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
齊
藤
町
長
を

は
じ
め
職
員
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
と
住

民
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
が
あ
ỳ
て
こ
そ

と
考
え
て
い
る
Ố

　

こ
こ
に
た
く
さ
ん
の
教
訓
が
あ
ろ
う

か
と
考
え
る
Ố
そ
の
教
訓
を
今
後
の
町

政
に
生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
Ố
退

任
に
あ
た
ỳ
て
の
町
長
の
積
極
的
答
弁

を
求
め
る
Ố

町
の
発
展
に
は
産
業
振
興

が
不
可
欠

答　

齊
藤
町
長

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
に
つ
い
て

は
ỏ　

年
前
に
制
度
が
創
設
を
さ
れ
た

１０

と
き
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
ỏ
累
計
寄

付
額
が　

億
円
ỏ
件
数　

万
件
と
い
う

７５

３８

想
像
を
超
え
る
寄
付
を
い
た
だ
い
た
Ố

こ
れ
は
職
員
の
企
画
力
や
努
力
と
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
な
ỳ
て
取
り

組
ん
で
き
た
結
果
だ
と
考
え
て
い
る
Ố

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
は
地
域
へ
も
好

影
響
を
も
た
ら
し
て
お
り
ỏ
高
齢
者
で

も
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
ỏ
皆
が

参
加
で
き
る
ỏ
そ
う
い
ỳ
た
事
業
展
開

を
す
る
こ
と
で
ỏ
町
経
済
の
底
上
げ
ỏ

住
民
の
所
得
向
上
ỏ
雇
用
の
創
出
な
ど

の
効
果
が
あ
り
ỏ
町
全
体
が
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
に
よ
ỳ
て
元
気
に
な
ỳ
て
き

た
と
感
じ
て
い
る
Ố

　

町
施
策
の
実
行
の
根
底
に
は
産
業
の

振
興
が
あ
り
ỏ
産
業
失
く
し
て
町
の
発

展
は
無
い
と
考
え
て
い
る
Ố
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
の　

年
間
の
取
り
組
み
は
ỏ

１０

産
業
を
大
き
く
前
進
さ
せ
ỏ
町
に
と
ỳ

て
は
非
常
に
重
要
な
原
動
力
と
な
ỳ

た
Ố
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
町
施
策
の

一
つ
で
あ
る
が
ỏ
培
ỳ
た
こ
の
経
験
や

姿
勢
は
ỏ
他
の
分
野
に
お
け
る
町
行
政

運
営
に
も
生
か
す
点
は
数
多
く
あ
る
Ố

今
後
も
主
役
は
町
民
で
あ
り
ỏ
そ
れ
を

支
え
る
役
場
の
職
員
が
一
丸
と
な
ỳ
て

町
の
活
性
化
の
た
め
に
ỏ
よ
り
一
層
の

取
り
組
み
を
進
め
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う

と
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
Ố

奈
半
利
川
の
堤
防
整
備
と
水
位

計
ỏ
監
視
カ
メ
ラ
設
置
を

問　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
津

波
を
想
定
し
放
流
量
に
見
合
ỳ
た
安
全

度
の
高
い
堤
防
整
備
と
水
位
計
設
置
と

ダ
ム
の
監
視
カ
メ
ラ
設
置
は
緊
急
度
の

高
い
所
か
ら
順
に
進
め
る
と
の
回
答
で

あ
ỳ
た
が
一
向
に
進
み
ま
せ
ん
Ố
強
い

要
求
を
県
に
し
て
い
た
だ
き
ỏ
早
期
に

実
現
で
き
る
よ
う
運
動
を
強
化
し
て
ほ

し
い
Ố見
解
は
Ố

監
視
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は

今
後
も
要
望
を
し
て
い
く

答　

齊
藤
町
長

　

奈
半
利
川
の
堤
防
と
水
位
計
ỏ
監
視

カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
は
ỏ
町
に
お
い

て
も
住
民
の
生
命
財
産
を
災
害
か
ら
守

る
こ
と
が
行
政
の
最
重
要
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
Ố
そ

の
中
で
も
特
に
災
害
の
拡
大
防
止
や
被

害
軽
減
を
図
る
た
め
ỏ
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
現
状
や
課
題
を
共
有

し
ỏ
防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て
具
体
策

を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
Ố
奈
半

利
川
堤
防
整
備
に
つ
い
て
は
ỏ
県
営
奈

半
利
川
広
域
河
口
改
修
事
業
で
堤
防
整

備
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ỏ　
３０

年
度
は
１
億
８
ỏ
０
０
０
万
円
の
事
業

費
で
あ
る
Ố
ま
た
水
位
計
の
設
置
に
つ

い
て
は
ỏ　

年
度
の
繰
越
事
業
で　

年

２９

３０

度
に
実
施
ỏ
奈
半
利
川
で
３
カ
所
と
後

２
カ
所
要
望
し
て
い
る
Ố
ダ
ム
の
監
視

に
つ
い
て
は
ỏ
県
と
協
議
を
し
て
い
る

が
ỏ
明
確
な
返
答
を
い
た
だ
い
て
い
な

い
Ố
河
川
管
理
者
と
の
協
議
を
も
ỳ
と

進
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ỏ
今
後
も
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
Ố

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

山中　　茂　議員
ふるさと納税の成果と今後への教訓は？
町が元気になった。この経験を今後に
生かしてもらいたい/齊藤町長

▲齊藤町長と議員
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奨
学
金
を
入
学
前
に
支
給
が　

で
き
る
よ
う
取
り
組
む
考
え
は

問　

奈
半
利
町
在
住
の
高
等
専
門
学
校

生
や
大
学
生
等
に
対
し
ỏ
全
国
初
の
取

り
組
み
で
あ
る
ỏ
奨
学
金
の
給
付
制
度

が
３
月
議
会
に
お
い
て
全
員
賛
成
で
可

決
さ
れ
た
が
ỏ
給
付
金
が
６
月
議
会
ま

で
で
も
支
給
さ
れ
て
い
な
い
Ố
３
月
議

会
で
決
定
し
ỏ
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
か

ら
基
金
も
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
が
ỏ

入
学
金
支
給
日
ま
で
の
日
程
の
状
況

は
Ố
ま
た
ỏ
援
助
を
必
要
と
す
る
入
学

前
の
支
給
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
考

え
は
な
い
か
Ố

在
学
証
明
書
の
提
出
を
規
則

に
よ
ỳ
て
義
務
づ
け
て
い
る

答　

大
西
教
育
次
長

　

人
づ
く
り
奨
学
金
の
給
付
に
つ
い
て

は
ỏ
多
く
の
学
生
の
方
に
有
効
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
く
拡
充
し
た
制
度
内

容
に
よ
り
ỏ
対
象
と
な
る
年
齢
の
お
子

さ
ん
が
お
ら
れ
る
ご
家
庭
に
奨
学
金
の

寄
付
内
容
や
申
請
の
ご
案
内
を
す
る
と

と
も
に
ỏ
町
広
報
誌
ỏ
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ

へ
の
掲
載
に
よ
ỳ
て
周
知
も
行
ỳ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
Ố
入
学
金
支
給
日
ま

で
の
日
程
は
ỏ
申
請
者
か
ら
提
出
さ
れ

た
書
類
の
確
認
作
業
に
よ
り
ỏ
現
在
申

請
者
へ
の
給
付
通
知
の
発
送
ỏ
及
び
支

給
に
向
け
た
事
務
手
続
き
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ỏ
6
月
の
支
給
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
Ố

　

入
学
前
に
必
要
な
支
給
が
で
き
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
ỏ
現
在
ỏ
現
に
学

校
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
の
事
実
を
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
と
な

る
の
で
ỏ
在
学
証
明
書
の
提
出
を
規
則

に
よ
ỳ
て
義
務
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
Ố
し
か
し
な
が
ら
ỏ
そ
の
こ
と
に

代
わ
る
方
法
に
よ
り
確
認
で
き
る
よ
う

で
あ
れ
ば
ỏ
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
る
Ố

町
内
の
危
険
箇
所
の
見
直

し
を
再
度
問
う

問　

生
木
団
地
の
西
側
に
架
け
ら
れ
て

い
る
ỏ
石
の
公
園
に
架
か
る
ア
ồ
チ
形

の
丸
い
橋
が
造
ら
れ
た
当
初
よ
り
ỏ
設

置
の
段
階
で
周
囲
の
住
民
か
ら
ỏ
橋
を

渡
る
の
が
危
険
で
怖
い
と
聞
い
て
お

り
ỏ
現
地
を
調
査
す
る
と
危
険
だ
と
考

え
て
い
る
Ố
高
齢
者
や
小
さ
な
子
ど
も

た
ち
も
ỏ
安
心
で
安
全
に
渡
れ
る
橋
が

重
要
と
考
え
て
い
る
Ố
災
害
が
起
こ
れ

ば
２
号
津
波
避
難
タ
ワ
ồ
へ
の
避
難
路

と
な
る
橋
で
も
あ
る
の
で
ỏ
早
急
に
対

応
す
べ
き
と
考
え
る
が
ỏ
今
後
の
対
策

を
聞
く
Ố

詳
細
に
現
地
調
査
を
し
ỏ

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く

答　

井
上
住
民
福
祉
課
長

　

生
木
団
地
西
側
の
石
の
公
園
の
橋
に

つ
い
て
ỏ
小
さ
な
児
童
た
ち
も
渡
れ
る

危
険
で
な
い
橋
に
造
り
直
す
考
え
は
な

い
か
と
の
こ
と
で
あ
る
が
ỏ
現
地
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
ỏ
歩
行
者
用
の
橋
と
し

て
の
強
度
は
十
分
に
残
ỳ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
ỏ
設
置
当
初
か
ら
と
い
う
質

問
の
内
容
か
ら
段
差
等
の
構
造
的
な
部

分
で
危
険
が
あ
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る

か
と
考
え
る
Ố
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は

再
度
現
地
の
詳
細
を
確
認
し
ỏ
橋
の
形

状
や
設
置
す
る
路
面
の
状
況
等
を
踏
ま

え
ỏ
ま
た
隣
接
す
る
道
路
の
通
行
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
ỏ
安
全

に
通
行
で
き
る
方
法
を
検
討
し
ỏ
工
夫

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
Ố

中川　和明　議員
入学前に奨学資金の支給を！
在学証明書の提出を規則によって義務づけて
いるが今後検討していく／大西教育次長

議会を傍聴してみませんか？
あなたの傍聴が議会を活性化しますあなたの傍聴が議会を活性化しますあなたの傍聴が議会を活性化します
次の定例議会は9月中旬です
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■
特
定
健
診
と
は
ộ

　

こ
の
健
診
は
ỏ
メ
タ
ボ
リ
ỽ
ク
シ
ン
ド

ロ
ồ
ム
ớ
内
臓
脂
肪
症
候
群
Ờ
と
そ
の
予
備

群
の
人
を
見
つ
け
ỏ
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
た
め
の
健
診
で
す
ớ
結
果
に
応
じ
て
特
定

保
健
指
導
を
行
い
疾
病
予
防
に
努
め
ま
す
ỜỐ

▼
対
象
者

・
奈
半
利
町
国
民
健
康
保
険
ớ
国
保
Ờ
に
加

入
し
て
い
る　

Ỗ　

歳
の
人

４０

７４

　

※
本
年
度
中
に　

歳
に
到
達
す
る
人
ớ
昭

４０

和　

年
４
月
１
日
Ỗ　

年
３
月　

日
生

５３

５４

３１

ま
れ
の
人
Ờ
も
対
象
と
な
り
ま
す
Ố

▼
必
須
検
査
項
目

　

①
問
診

　

②
身
長
・
体
重
・
腹
囲
測
定

　

③
血
圧
測
定

　

④
肝
機
能
検
査

　

⑤
血
中
脂
質
検
査

　

⑥
血
糖
検
査

　

⑦
尿
検
査

　

⑧
視
診
・
聴
診
・
触
診

●
特
定
健
診
実
施
に
つ
い
て

　

８
月
６
日
・
７
日
に
奈
半
利
町
保
健
セ
ン

タ
ồ
に
お
い
て
特
定
健
診
が
行
わ
れ
ま
し

た
Ố

　

受
診
者
は
２
日
あ
わ
せ
て
約　

人
と
多
く

２３０

の
方
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
Ốま
た
ỏ

奈
半
利
中
学
校
の
学
生
さ
ん
た
ち
に
も
健
診

ス
タ
ỽ
フ
と
し
て
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
Ố

　

次
回
の
特
定
健
診
は　

月
２
日ớ
日
Ờで

１２

す
Ốま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
受
診
を
し
ỏ

自
分
の
健
康
状
態
を
把
握
し
ま
し
Ỷ
う
Ố

�

★
よ
り
多
く
の
人
に 

　

健
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に

　

特
定
健
診
を
申
し
込
み
さ
れ
て
い
な
い
人

を
対
象
に
ỏ
電
話
や
訪
問
に
よ
る
ご
案
内
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
Ố

★　

歳
以
上
の
人
へ

７５

　

対
象
者
の
方
へ
ỏ
水
色
の
封
筒
で
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
よ
る
健
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■年金相談の予約受付専用電話の開設のお知らせ
(日本年金機構　南国年金事務所)

　予約相談
をご利用ください。

※予約相談希望日の１カ月前から前日まで受付しています。

※ご連絡の際は、基礎年金番号の分かる年金手帳や年金証書をご準備ください。

※当日の予約をご希望の場合は、お近くの年金事務所にお問い合わせください。

年金相談・お手続きの際は

ご予約いただくと…
①お客様のご都合にあわせて、スムーズに
相談できます！
②相談内容にあったスタッフが事前に準備
のうえ、丁寧に対応します！

予約相談の実施時間帯
8：30～16：00（火～金曜日）
9：30～15：00（第2土曜日）

＊月曜日が祝日の場合は、翌日以降の開所日初日に18：00まで予約相談を実施しています。

8：30～18：00（月曜日）

　平素より年金事業にご理解とご協力を賜り誠にありがとうございます。

　日本年金機構では、年金の相談やお手続きの際にお客様をお待たせしないため、平

成28年10月から全国の年金事務所で相談予約を開始しました。

　現在では約5割のお客様に相談予約をご利用いただいております。

　今回、ご予約のお電話がつながりやすくなるよう、相談予約の受付専用電話番号が新

たに開設されました。

　ぜひ、予約相談をご利用ください。

予約受付専用番号　　　　　　　　　 
　

　　　　　　　　　　　　０５７０－０５－４８９０　（ナビダイヤル）

受付時間             　　８：３０～１７：１５（土日祝日及び年末年始を除く）

南国年金事務所　ＴＥＬ：　０８８－８６４－１１１１

ゴ    ヨヤクヲ

滑　なはり広報　No.32017



名簿作成について避難行動要支援者　名簿作成について名簿作成について
　避難支援制度の概要）））

◆避難行動要支援者台帳とは

支援ができる体制づくりを実施しています。名簿は、障害をお持
ちの方や、要介護３以上の認定を受けている方など災害時に自力
で避難が困難な方が、避難が必要な時に孤立することを防ぐため
に、地域の中で普段から声かけや見守り活動などの体制づくりを
行う制度になっています。

＜目　　的＞　
　要援護者の方の情報を、あらかじめ町と地域が共有しておくことで、平常時の見守りや災害時の支援のた
めに活用し、普段から地域の助け合いによって、少しでも災害を少なくすることを目的にしています。

＜登録内容＞
　住所・氏名・生年月日・世帯状況・身体状況・緊急連絡先など

＜登録対象者＞
　平常時及び災害時において、地域の支援を必要とする、次のいずれかに該当する在宅の方
　　〇介護保険認定の要介護３以上の方
　　〇身体障害者手帳１・２級（心臓・腎臓を除く）をお持ちで支援を要する方
　　〇療育手帳A１・A2をお持ちで支援を要する方
　　〇精神障害手帳1級・2級をお持ちで支援を要する方
　　〇６５歳以上の者のみの世帯で支援を要する方
　　〇妊産婦及び乳幼児で支援を要する方
　　〇その他支援を要する方
　　　　　　　　　　　＊施設入所や長期入院中の方は対象外

＜活用方法＞
　災害時の支援だけでなく、地域における普段の見守り、避難計画の検討、防災訓練などに活用します。

災害時には、まず、避難支援者ご自身やご家族の生命・安全を守ることが第一とな
ります。このことから、避難行動要支援者の支援については、可能な範囲でお願い
するものであり、避難誘導等に関して、その責任を伴うものではありません。
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避難行動要支援者　避難行動要支援者　名簿作成について避難行動要支援者　
（（（避難行動要支援者　

◆避難支援関係者

　平成２５年６月に災害対策基本法が改正され、災害時に自力で
避難することが困難な要介護者や障害のある方など（避難行動支
援者）の名簿を作成することが義務付けられました。
　法改正を受けて、町では名簿登録の届け出をされた方を掲載
した名簿を、関係機関及び避難支援等関係者に提供し、平時より

　申請のときの同意に基づいて、次の関係部署・団体などで情報共有します。

　〇町関係部署（住民福祉課・保健センター等）
　〇広域連合（消防本部・保健福祉課及び介護サービス課・
　　地域包括支援センター）
　〇警察　〇安芸福祉保健所　〇民生児童委員
　〇社会福祉協議会　〇消防団　〇自主防災組織　

　＊個人情報の取り扱いには最新の注意を払っており、それぞれの組織において適正に管理しています。
　　また、日ごろの見守り活動等と災害発生時の支援以外の目的には使用しません。

　災害時において、消防署をはじめとする行政機関や消防団などが行う避難誘導などの公的
支援には、おのずと限界があります。
　また、避難行動要支援者にとって、実際に災害が発生した時の情報伝達や、安否確認、避難
は、地域住民による支援が最も有効とされています。
　避難行動要支援者に対する避難支援等について、趣旨をご理解いただき、ご協力をいただき
ますようお願いいたします。

◆個別計画の作成

　災害が発生したとき、またその恐れが高まったときに、要支援者の避難誘導などを迅速かつ的確に実施
するためには、あらかじめ、要支援者一人ひとりについて、支援者や避難場所等を定めておくことが必要
です。このため、避難支援等関係者の協力を得ながら、避難支援個別計画を策定します。

◆避難支援者

　要支援者に対し、可能な範囲で自主防災組織、消防団、民生児童委員などと連携し、日ごろから声かけ
等の見守り活動を行うとともに、災害などの緊急時には、情報を伝えたり、一緒に避難したりするなどの
支援を行っていただく方です（原則として２人の登録をお願いします）。

■■避難行動要支援者の近隣にお住まいの方へ■■

滑　なはり広報　No.32019
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奈半利町臨時的任用職員登録者募集奈半利町臨時的任用職員登録者募集奈半利町臨時的任用職員登録者募集
平成30年度平成30年度平成30年度

●ご不明な点がございましたら、  総務課（ＴＥＬ３８－４０１１）までご連絡ください。

■申し込み方法
　役場備え付けの「登録申込書」と「履歴書」に必要事項を記入し、履歴書には写真を貼付のうえ、総
務課人事係までお申し込みください。（履歴書は任意の様式でも結構です。）
　なお、提出していただいた書類は返却いたしませんのでご了承ください。
　
■採用方法
　登録申込書により登録された方の中から面接等を行い、採用を決定します。
　雇用については不定期であり、すぐに採用されない場合があるほか、職種によっては登録されて
も期間内に雇用されない場合もありますのでご了承ください。
　なお、雇用は選考によるものであり、登録された順番によるものではありません。

■申し込み対象者
　心身ともに健康な１８歳以上の方。

■勤務条件
　　•職務内容／一般行政事務補助、保育士、幼稚園教諭、清掃員、給食調理員など
　　•勤務場所／本庁、出先機関または勤務（作業）現場
　　•勤 務 日／月曜日から金曜日の週５日以内（職種により異なる場合があります）
　　•勤務時間／午前８時３０分から午後５時１５分まで（午後０時から午後１時まで昼休憩）
　　　　　　　（職種により異なる場合があります）
　　•賃　　金／日額６，８００円から８，3００円程度（職種により異なります）
　　•雇用期間／原則１カ月から最大12カ月までの不定期
　　•社会保険／雇用期間及び雇用形態により、健康保険・厚生年金・雇用保険に加入

■受付期間
　奈半利町役場総務課にて随時受け付けます。

■登録有効期限
　当該登録申込書に記入した年度中。

　奈半利町では、平成30年度の臨時的任用職員として仕事を希望する方の登録を行って
います。登録を希望する方は、下記によりお申し込みください。
　なお、この臨時職員の登録は、町で臨時職員が必要となった時のために事前に登録する
ものであり、登録された方の雇用を約束するものではありませんのでご了承くださ
い。
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■ジョブカフェでの主なサポート
　▶「仕事力パワーアップ事業」の支援メニュー
　　よくわかる就職セミナー・業界研究・企業見学・少人数セミナー
　　職場体験講習／短期間の就労体験で早期就職を応援
　　就職まで全力で支援していきます。
　▶就職相談／キャリアコンサルタント（仕事に関する専門的な相談員）が就職のための相談、
　　対応をします。
　▶履歴書・職務経歴書の書き方指導
　▶面接指導／事前にやっておくと便利な模擬面接です。
　▶職業適性診断／所要時間15分程度の適性診断です。
　▶職業訓支援報の提供／職業訓練に関する情報を入手できます。
　▶就職支援セミナー・職場定着セミナーの実施／専門講師によるセミナーを行います。

※サポートメニューはすべて無料です。詳しくは、ホームページをご覧ください。
■開所時間
　午前１０時～午後７時（※年中無休、ただし、年末年始は除く）
■高知県委託事業
　高知県就職支援相談センター事業

「ジョブカフェこうち」へ ！「ジョブカフェこうち」へ ！「ジョブカフェこうち」へ ！

高知で働きたい若者を応援します
若者（40歳未満）のための就職支援相談センター 
高知で働きたい若者を応援します
若者（40歳未満）のための就職支援相談センター 
高知で働きたい若者を応援します
若者（40歳未満）のための就職支援相談センター 

　　●お問い合わせ先
　　　高知県就職支援相談センター　ジョブカフェこうち
　　　TEL　088－802－2025　FAX　088－823－7005
　　　E-mail　info@jobcafe-kochi.jp　　URL　http://jobcafe-kochi.jp

ぜひお気軽に
お越しください

感震ブレーカー購入等補助金について感震ブレーカー購入等補助金について感震ブレーカー購入等補助金について
　奈半利町では、南海トラフ地震などの発災時における電気火災を防ぐために、【感震ブレー
カー】を設置する世帯に対して平成30年度から補助制度が始まりました。

感震ブレーカーとは？
　 大震災では、火災の約60％が電気による火災です。
    感震ブレーカーは、地震の揺れを感知し、お家のブレーカーを自動で遮断するものです。

　対象世帯：奈半利町に住所を有する世帯
　一般財団法人日本消防設備安全センター推奨物品の感震ブレーカ
ー（簡易タイプ）購入及び設置に要する費用に対して補助金を交付い
たします。
　補助金の額は、1世帯につき5,000円が上限となります。
　当補助制度は、１世帯につき１回限りとし、設置数は１世帯２カ所まで

まもれーる・感震くん　RDJ1000W
まもれーる・感震くんとフタしまーるくんセット　RDJ１２０００W
スイッチ断ボールⅢ　A00１J
感震ブレーカーアダプター「ヤモリ」　GV-SB1
「ヤモリ・デ・セット」　GV-SET1
震太郎　X5029
ピオマ　感震ブレーカー　UGU6
地震みはりロボ　MT-EQS1

平成30年2月末（消防防災製品等推奨品）情報・今後変更する場合有り

【補助の対象】

　【一般財団法人日本消防設備安全センター推奨物品】
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　例年、釣りや遊泳中に水難事故に遭い、お亡くなりになる方がおられます。　
　このような痛ましい事故を起こさないよう下記の５点に注意してください。　

１　水の怖さの再確認を！　
　　水難事故に注意を要するのは、子どもだけではありません。　
　　釣りに興じる大人の方も水難事故に多数遭っております。　

２　危険な場所の点検を！　
　　流れの速い場所や急に深くなっている場所など、危険な場所がないか点検を。　

３　子どもだけの水遊びには注意を！　
　　海や川で子どもだけで水遊びをしている場合は危険なので、声をかけましょう。　

４　ライフジャケットの着用を！　
　　釣り等の際にはライフジャケットを着用しましょう。　

５　幼児から目を離さない！　
　　一瞬目を離しただけで姿が見えなくなることがあります。幼児からは絶対に目を離
さないでください！

注：各表は高知県内の水難事故発生件数等であり、安芸署管内では平成29年中は発生がなく、平成
28年中に３件（死者２名）の発生があり、いずれも大人の方の釣り中の水難事故となっていま
す。また、平成28年、29年ともに水死者の半数以上が65歳以上の高齢者となっています。

水難事故に注意！！～安芸警察署水難事故に注意！！～安芸警察署水難事故に注意！！～安芸警察署

全国地域安全運動　10月11日（木）～２０日（土）全国地域安全運動　10月11日（木）～２０日（土）全国地域安全運動　10月11日（木）～２０日（土）

安芸税務署からのお知らせ安芸税務署からのお知らせ安芸税務署からのお知らせ

安芸地区地域安全協会・安芸警察署

安芸税務署　0887－35－3115

　今年も、全国一斉に地域安全運動が実施されます！
　期間中、安芸地域安全協会と安芸警察署では、地域安全推進員をはじめとする自主防犯組織のタ
ウンポリスなど、地域の防犯団体と連携して「みんなで　つくろう　安心の街」をスローガン
に、地域安全運動を推進するため各種行事を予定しています。
　皆さんもこの期間に、地域の安全や家庭の防犯について確認しあい、事件・事故のない安心安全
な街づくり・家庭づくりに取り組みましょう。

　面接相談を希望される方は、安芸税務署に電話等で事前に相談日程を予約していただいた上で、
個別に相談をお受けしています。
　※予約の際には、お名前・ご住所・ご相談の内容等をお伺いいたします。
　※確定申告期において申告相談会場へお越しいただく際には、事前予約の必要はありません。

　安芸税務署でのご相談は、事前予約をお願いします！！

※過去２年間の水難事故発生状況 
平成２８年平成２９年年　

件数等　　　　　 うち子ども総数うち子ども総数
４３１３１７年間発生件数
２２１８死者

水死者
(人）水

難
者

１１行方不明者
２２２９合計
１４２５負傷者(人）
１５１３無事救助
４３１３１７合計

※年齢層別発生件数・水死者数
平成２８年平成２９年年　

年齢層別　　　　　 水死者(人）総数水死者(人）総数
２２３１９１７総数
１１１未就学児童

子ども １２２小学生
１中学生

２４３合計
１１高校生またはこれに相当する年齢の者
８１３４９高校生卒業以上に相当する年齢以上
１１１３５５６５歳以上の者



滑　なはり広報　No.32023

お
知
ら
せ

無料法律相談所開設無料法律相談所開設無料法律相談所開設

　　　●お問い合わせ先
　　　　安芸ひまわり基金法律事務所　TEL　0887ー35ー8200

　安芸ひまわり基金法律事務所では偶数月の第３金曜日に無料法律相談会を開催しています。

　高知地方法務局では、土地、建物や会社の登記手続き、相続や遺言等に関する相談をはじめ、戸
籍、国籍、供託、人権に関する相談、土地の境界に関する相談、契約や遺言などの公正証書に関す
る相談について、次のとおり、無料相談所を開設します。
　土地の境界をめぐるトラブルについては、境界問題ADRセンターこうちの土地家屋調査士が相談
をお受けします。
　なお、当日の相談については、あらかじめの予約が必要となりますので、【予約連絡先】に連絡
の上、事前の予約をお願いします。

「全国一斉！法務局休日相談所」の開設について「全国一斉！法務局休日相談所」の開設について「全国一斉！法務局休日相談所」の開設について

【日　　時】　平成30年10月７日（日）午前10時から午後３時まで

【相談内容】　相続や会社などの登記に関する相談、土地の境界に関する相談、戸籍・国籍・供託・
　　　　　人権擁護に関する相談、公正証書に関する相談

【相 談 員】　公証人、司法書士、境界問題ADRセンターこうちの土地家屋調査士、人権擁護委　
　　　　　員、法務局職員

【開設場所】　高知地方法務局　本局
　　 　　　　 高知市栄田町二丁目２番10号　高知よさこい咲都合同庁舎

　日　時　　10月19日（金）　13時30分～３時30分（相談時間は１人30分）
　場　所　　田野町役場第２会議室

ヘルプマーク配布中ヘルプマーク配布中ヘルプマーク配布中

　　　●お問い合わせ先
　　　　高知県庁　地域福祉部　障害福祉課　
　　　　ＴＥＬ：（０８８）８２３ー９６３４　　ＦＡＸ：（０８８）８２３－９２６０

　高知県では、外見からは配慮が必要と分かりづらい内部障害
や難病などの方々が様々な援助をより得やすくなるよう、７月
20日からヘルプマークの配布をしています。

＜身につけている方を見かけたら＞
　•バスなどの公共施設では、席をお譲りください。
　•災害時や事故の場合には支援をお願いします。 
　•駅や商業施設では、声をかけるなど配慮をお願いします。 

＜配布窓口＞
　高知県庁障害福祉課、高知県庁健康対策課、各市町村障害福祉担当窓口　等

●予約連絡先
　　　高知地方法務局総務課　（担当　茂井）
　　　　　　　電話　０８８－８２２－３３３１（自動音声案内３→３）
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　この調査は、住生活に関する最も基本的で重要な調査です。

　調査の結果は、国や地方公共団体における「住生活基本計画」の成
果指標の設定、耐震や防災を中心とした都市計画の策定、空き家対策
条例の制定などに幅広く利用されています。

　調査の期間中、対象となる世帯には調査員が伺いますので、調査の
趣旨をご理解いただき、ご回答をお願いいたします。

１０月１日現在で住宅・土地統計調査を実施します１０月１日現在で住宅・土地統計調査を実施します１０月１日現在で住宅・土地統計調査を実施します

　現在、当町の水道料金の支払い方法におきましては、「窓口払い」

「集金」「口座振替」の３種類の方法で行っており、「窓口払い」と

「集金」でのお支払いの方に「口座振替」へのお支払い方法の変更を

勧めております。

　口座振替は、金融機関が水道料金を自動的に払い込んでくれるシス

テムです。その都度、役場の出納窓口や銀行窓口まで行く必要がなく、支払日を忘れることもあり

ません。また、集金でのお支払いの方は、集金員さんと会えずお支払いできないこともなくなりま

す。お留守の多いご家庭やお忙しい方にご利用をお勧めしております。

　口座振替に変更する場合は、次のとおり手続きを行ってください。

水道料金の口座振替の推進について水道料金の口座振替の推進について水道料金の口座振替の推進について

　手続きされた日によりまして、口座振替が間に合わない場合があります。納付書が届きましたら、手続
き中ですので、納付書でお支払いをお願いいたします。
　口座振替の手続きが完了しますと、検針した翌月の２５日（２５日が金融機関の休業日の場合は翌営業
日）に手続きしていただいた預貯金口座から水道料金が自動的に支払われます。
　ただし、振替日に預貯金残高が不足しておりますと、引き落としができませんのでご注意ください。
　もし、引き落としができなかった場合は、振替日の翌月に督促納付書を発送いたしますので、納期限ま
でにお支払いをお願いいたします。

◆口座振替の注意事項◆

（１）手続き場所

　　高知銀行、四国銀行、高知信用金庫、ＪＡ土佐あき農協、ゆうちょ銀行

（２）手続きに必要なもの

　　　①口座番号の分かるもの（預金通帳など）

　　　②通帳の届け印

　　　③使用者番号（領収書や水道使用水量お知らせ票）

　　　　※口座振替日は毎月２５日です。（２５日が金融機関の休業日の場合は翌営業日となる）

（３）取扱金融機関

　　高知銀行、四国銀行、高知信用金庫、ＪＡ土佐あき農協、ゆうちょ銀行
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高知で恋しよ概マッチング 検 索

　県では、「こうち出会いサポートセンター」を開設し、会員制のお引合せシステム
「高知で恋しよ概マッチング」による、出会いへの支援を希望する独身の方の１対１の
出会いのサポートを行っています。会員数は1,100人、お引合せ数は843組（平成30年
３月末時点）で、これまでに20組以上のカップルがご成婚されております。
　皆様のご来所お待ちしております。

「こうち出会いサポートセンター」
　【高　知】高知市駅前町５－５大同生命高知ビル２Ｆ
　　　　　　TEL　088－821－8081
　【安　芸】安芸市本町３丁目11－５安芸商工会館１Ｆ
　　　　　　（公社）安芸法人会内　TEL　0887－37－9191
　【四万十】四万十市中村小姓町46中村商工会館２Ｆ
　　　　　　（公社）幡多法人会内　TEL　0880－34－8171
　
　　※来所の際には、事前に「高知で恋しよ概マッチング」からの予約が必要です。

「高知で恋しよ！！マッチング」について「高知で恋しよ！！マッチング」について「高知で恋しよ！！マッチング」について

　奈半利町民会館では、奈半利町文化協会主催による以下の文化教室が、年間を通し行われていま
す。
　初心者の方でも参加しやすい環境となっておりますので、興味のある方はぜひお問い合わせくだ
さい。

【奈半利町文化協会とは…】
　奈半利町文化協会は、奈半利町の文化・芸術の振興を目的とした各種教室の指導者・生徒から構
成された団体です。
　本目的に賛同される個人・団体の方を随時募集しておりますので、文化・芸術に関心のある方は
ぜひ加入をご検討ください。

文化教室のお知らせ文化教室のお知らせ文化教室のお知らせ

　10月１日（月）発売概　１枚300円
　この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。

ハロウィンジャンボ宝くじハロウィンジャンボ宝くじハロウィンジャンボ宝くじ

　　　●お問い合わせ先　
　　　　こうち出会いサポートセンター　TEL　088－821－8081
　　　　高知県地域福祉部少子対策課　　TEL　088－823－9717

　　　●お問い合わせ先　教育委員会　TEL　38－8188

（公財）高知県市町村振興協会

場　所時　間開催日教室名

ホール９：００〜１１：００第２・第４金曜日民 踊 教 室

２階和室１４：００〜２１：００毎週木曜日琴 教 室

１階和室１３：３０〜１６：００第２水曜日俳 句 教 室

１階和室１９：００〜２１：００第２・第４木曜日生 花 教 室

　※町民会館以外でも、書道・詩吟・川柳などが行われています。
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作り方

材料（４人分）

簡単朝ごはんレシピの紹介簡単朝ごはんレシピの紹介簡単レシピの紹介
1鶏むね肉は食
べやすい大き
さに切り、Aを
もみこんでし
ばらくおきま
す。
2片栗粉を①に
まぶし、油を熱したフライパンで焼きます。
3火が通ったらフライパンの油をふき、よく混
ぜ合わせたBを回しかけ、全体に照りよくか
らめます。
4皿に盛り付け、角切りにしたアボカドとトマ
トをのせてパセリを飾り出来上がり。

甘酢チキンのアボカドトマト添え

脂肪を抑えて、肥満を防ぎましょう！

ごはんやパンの食べすぎに注意！

脂肪の種類を見極めて、賢い食材選び！

糖質を抑えて糖尿病のリスクを減らしましょう！

鶏むね肉　……………　360g
　　酒　　……………　大さじ1弱
Ａ　砂糖　……………　小さじ1/2
　　塩・こしょう　…　少々
片栗粉　………………　適宜
油　……………………　大さじ1弱

　　砂糖　……………　大さじ1/2
　　しょうゆ　………　大さじ1と1/3
Ｂ　酢　………………　大さじ1と1/3
　　水　………………　大さじ1と1/3
　　片栗粉　…………　小さじ1/2
アボカド　……………　1個
トマト　………………　1/2個
パセリ　………………　適宜

エネルギー：224kcal　 たんぱく質：22．6g　 食物繊維：2．3g　 食塩相当量：1．2g

【糖質を多く含む食材】

ごはん パン

【飽和脂肪酸を多く含む食材】

【不飽和脂肪酸を多く含む食材】
バター ラード 脂身の多い肉類

オリーブオイル なたね油 イワシやサバ
などの背魚類

めん類

菓子類いも

糖質・脂質を
とりすぎて
いませんか？

糖質・脂質を
とりすぎて
いませんか？

糖質・脂質を
とりすぎて
いませんか？

糖質・脂質を
とりすぎて
いませんか？

　食生活の中心であるごはん、パン、めん類には、糖質が多く含まれます。
濃い味のおかずがあるとごはんをたくさん食べてしまいがちなので、薄味
にしたり、お茶碗を小さくするなどして、食べすぎを防ぎましょう。

　糖質のとりすぎは糖尿病のリスクを高めます。主食である白米やパンを
はじめ、多くの食品に含まれているため、適量を心がけることが大切です。

　脂肪には「飽和脂肪酸」と「不飽和脂肪酸」に大きく分けられます。飽和脂
肪酸は主に肉やバターなどの乳製品に多く含まれており、とりすぎると脂
質異常症を引き起こしやすくなります。
　一方の不飽和脂肪酸は、サバ・イワシなどの青背魚やオリーブオイルな
どの植物性油に多く含まれています。適量を摂取すると血中の中性脂肪や
コレステロール値を適正にするなど、体によい働きをします。
　脂肪はエネルギー源として必要な栄養素です。適量を摂取するために、
それぞれの脂肪の特徴を理解して、賢い食材選びをしましょう。

　脂肪の多い食事を続けていると、血中の中性脂肪やコレステロールが増加し、肥満になりやすくなります。肥
満になると、動脈硬化を引き起こすリスクが高まります。

《糖質を抑えるために》
●食事は野菜から食べるようにして、主食からの糖質の吸収を抑える
●早食いは血糖値を急上昇させるので、よく噛んでゆっくり食べる
●調理の際は糖質の吸収を抑える効果のあるお酢やオリーブオイルを利用する
●果物は活動エネルギーとして消費されやすい朝に食べる
●コーヒーや紅茶を飲むときは、砂糖をできるだけ控える

《糖質をとりすぎないために》
●脂肪分の少ない和食中心の食生活にする
●マヨネーズはなるべく避けて、ノンオイルのドレッシングを選ぶ
●「炒める」「揚げる」など油を使う調理ではなく「煮る」「ゆでる」な
どの調理法にする

●肉類は豚のヒレ肉や鶏のササミ肉など脂肪の少ない部分を選ぶ
●脂肪分を多く含むスナック菓子を食べすぎないようにする

※焼きもの・炒めものはフッ素加工のフ
ライパンを
　フッ素加工のフライパンを使えば、
少量の油でも焦げにくくなります。ま
た、ペーパータオルなどを使って食材
から出てくる油をこまめにふきとる
と、さらに脂肪の摂取量を抑えられま
す。
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２０１８年漁業センサスにご協力をお願いします２０１８年漁業センサスにご協力をお願いします２０１８年漁業センサスにご協力をお願いします

　平成30年11月１日現在（流通加工調査は平成31年
１月１日現在）で「2018年漁業センサス」を実施し
ます。
　「漁業センサス」は、我が国漁業の生産構造、就
業構造を明らかにするとともに、漁村、水産物流
通・加工業などの漁業をとりまく実態と変化を総合
的に把握することを目的に、統計法に基づいて５年
ごとに行う大規模な調査です。
　漁業の現状を知り将来を考えるための大切な
調査です。
　ご協力をお願いします。
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夕涼み会
　「お祭り楽しかったよ！」

お魚との触れ合い体験
　「お魚つかめたよ～！」

　７月２１日（土）に夕涼み会を行いました。よさこ
い踊りなどを披露した後、親子で焼きそばやアイ
スクリームを買い、おいしそうに食べていました。
　ＰＴＡの方々には前日と当日の準備・あと片付
け等にご協力いただき、無事に行うことができま
した。ありがとうございました。

　７月１８日（水）にセーラー先生とのお別れ会を行いました。毎週水曜日にさくら組・ひまわり組が「英語で遊
ぼう」ということで、ゲームなどの遊びを通じて英語に親しみを持つようになってきました。セーラー先生には
２年間お世話になり、今までの感謝の気持ちを込めて、手紙や似顔絵をプレゼントしました。その後、セーラー
先生と一緒によさこい踊りを踊って楽しみました。

　８月３日（金）に、奈半利町淡水漁協の協力のもと、お魚
との触れ合い体験（魚のつかみどり）を行いました。プー
ルに魚が入ると、喜ぶ子どもや戸惑っている子どももい
ましたが、慣れてくると一生懸命に両手でつかんだりし
ている姿が見られ楽しそうでした。後日、おいしく食べ
たことを子どもたちが嬉しそうに話していました。

英語で遊ぼう「セーラー先生２年間ありがとうございました」

こども園だよりこども園だよりこども園だより



　６月中旬からプール遊びを開
始しました。初めは顔をつけるの
が少し苦手だなと思う子ども
も、お友達が泳ぐ姿に刺激を受
け自分も顔をつけてみようと思
い挑戦しています。乳児部の子
どもたちもワニ泳ぎができるよ
うになったことが嬉しく何度も
見せてくれました。プール遊びで
できるようになったことの自信
を、これからの生活に生かしてつ
なげていきたいです。

プール遊び　「泳ぐのは楽しいな！」

こども園だよりこども園だよりこども園だより

安岡　明音 ちゃん
平成30年5月3日生まれ
　　父：孝記　　母：真記

やすおか　    あおと

♥すくすく元気に
　育ってね！

山窪　一颯 ちゃん
平成30年5月21日生まれ
　　父：良太　　母：麻代

やまくぼ　    いぶき

♥元気いっぱい
　大きく育ってね！

細川　颯亜 ちゃん
平成30年5月25日生まれ
　　父：和晃　　母：麗杏

ほそかわ　   ふうあ

♥元気にたくましく
　そだってね！

このコーナーでは、町の保健師が新生児訪問をする際に記事に掲載する
写真の提供を保護者様に依頼し写真の提供をしていただいています。
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